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地域おこし協力隊になり、1年11か月が経ちました

2024年4月から地域おこし協力隊は3人に。2025年1月家島事務所前で撮影。



姫路市の地域おこし協力隊はフリーミッション

2年目「島での活動の種をまく」

• 1年目の経験や知り合った方々の協力を元に、さまざまな

アイデアを練り上げ、観光プログラム・イベントの実施

や家島の産品の販路拡大など、自身の興味や能力に応じ

た取り組みを実施していきます。



地 域 の 方 と 協 力 し て 取 り 組 む イ ベ ン ト

・5月【なかはりまオープンガーデン】坊勢島案内 BOZEみなとガーデン

・8月～2025年3月【家島フォトクエスト】

家島百景フォトコンテスト2024

家島フォトクエスト実行委員会

・8月【ペーロンフェスタ2024】

ペーロンフェスタ実行委員会・坊勢区会

・11月【アイランダー】オンラインステージ 坊勢漁業協同組合

・11月【秋季祭礼】【学習みかん園収穫】 坊勢区会



ペーロンフェスタ2024は子供たちや若い世代の経験・交流の場！

キレイな海に囲まれた坊勢島で開催されるペーロンフェスタを坊勢島の

ファン作りに活かしたい！

地域の方と協力して、みんなで楽しく盛り上げたい！

【ペーロンフェスタ2024】について 昨年度の報告会資料より



新しい取り組み：学生ボランティアの募集

ペーロンフェスタ実行委員会で、慢性的な人員不足を解消する方法として、

学生ボランティアを導入したいとの案が酔龍会から出される。

• 高等教育室からの関係各大学への声掛け

• 坊勢島を研究テーマに選んだ学生たちへのアプローチ

• 姫路市ボランティアサポートセンター「ひめじおん」での告知

10名の大学生ボランティアが参加！熱心な働きぶりに地域の方からも大好評！



• 年々苛酷になる気象状況下での開催

• 姫路市からの補助金頼りの開催資金

• 開催のルーティーン化によるスタッフの問題意識
の欠如、モティベーションの維持

ペーロンフェスタ2025に向けて

＜問題点＞

まずは問題意識の共有から！



地域猫活動は環境問題！「キレイで感じのよい坊勢島」を目指して、

地域の方と取り組む地域猫活動

猫を好きな方にはご協力を猫の嫌いな方にはご理解を

地域の方と協力して行う課題解決への取り組み

①【地域猫活動】昨年度の報告会資料より



【地域猫活動の実績】

・4月6月10月 坊勢島野良猫一斉捕獲手術→

地域猫化するTNR活動 坊勢区会

・7月8月10月11月12月1月 地域猫を捕獲し、

里親募集する保護活動 坊勢区会

・2月3月 坊勢漁業協同組合より依頼 干し

ガレイの被害に対するトラブル対応 坊勢区会

TNR 保護

4月22日23日 6匹

6月4日～7日 44匹 11匹

6月19日 1匹

7月12日 4匹

8月11日 1匹

8月27日 2匹 2匹

9月10日 3匹

9月28日 1匹 1匹

10月21日22日 24匹 1匹

11月11日 2匹

12月13日 2匹

12月20日 2匹

1月24日 2匹

合計 84匹 25匹

TNR：捕獲し手術したのち、元の場所に戻す

保護：捕獲したのち、飼い主を探す



１）一斉捕獲手術の実施について

6月：全島全頭一斉捕獲手術をめざし、「スペイクリニック姫路」を招き、

坊勢島に臨時の診療所を設置。捕獲は尼崎で活動するボランティア

グループ「つかねこ」に協力いただく。

TNR 44匹 保護11匹（うち8匹つかねこ引き取り）

10月：6月に協力いただけなかったエリアを中心に実施。捕獲猫の姫路港

への移送は別船で行い、手術は「スペイクリニック姫路」で実施。

捕獲は「ねこから目線。」というプロに依頼。

TNR 24匹 保護1匹



産経新聞 2025年1月25日夕刊掲載



２）保護猫活動について

去勢不妊手術をするには小さすぎる子猫を捕獲した場合に行う、飼い主

を探す活動。島内での協力者5人と「ぼうぜ地域猫活動グループしまねこ」

というボランティアグループを立ち上げ、対応にあたる。

（2024年度実績18匹）

トラブル対応についても、坊勢区会とともに協力して実施。

●関係者各位の話を聞き、立場の違いを超えてご協力いただけるよう、

調整するコーディネーター的な役割



地域の方と協力して行う課題解決への取り組み

②【空き家対策】 昨年度の報告会資料より

さまざまな可能性のある「空き家」対策！

「空き家」の利活用事例を幅広く情報収集！

「空き家」は、若い世代にとって魅力的で、地域の方とも連携でき、

退任後の住居探しや生業作り等にも活かせる対策



【坊勢島の未来像 ‐卒業設計展‐】

建築科で学ぶ大学生が坊勢島をテーマに制作

した卒業設計を、作品展としてNPO JLCぼう

ぜ支部と共同で開催。大学生から見た「坊勢

島の未来像」を広く知っていただくための取

り組み。

NPO JLCぼうぜ支部は坊勢島の空き家対策で

中心的な役割を担っている。常日頃からNPO 

JLCとは空き家案内や移住者への対応等で協力。



坊勢サービスセンター1階ロビーで開催

上村日和さん展示品

柳内あみさん展示品

【坊勢島の未来像 ‐卒業設計展‐】



坊勢島の未来像 –卒業設計展- より 空き家の利活用についての提案資料

（抜粋）



制作者による作品解説。

坊勢中学校2年生が授業の一環
として見に来られる。

坊勢小学校校長先生に解説。

この後、校長先生からの申し出に
より、小学校での常設展示を行う。



地域の方と協力して行う課題解決への取り組み

③【みかん山のお世話】 昨年度の報告会資料より

完璧を目指すのではなく、できるときにできる範囲でコツコツと！

来年度意識したい活動

• 移住者同士の交流

• 地域の方と移住者で協力でき
ること・方法を探す



【みかん山のお世話】について

家島町時代の「観光みかん園」は、姫路市合併後、1本の樹木を1人が世話

をするオーナー制を導入。しかし、徐々にお世話する人がいなくなり、昨年

までは3人でみかん山全体の管理をしていた。

しかし2024年収穫時期をもって1人が辞め

られることになり、「誰かみかん山のお世

話をする人を探してもらえないか」との相

談が寄せられた。



3月9日（日）みかん山の木の剪定と苗木の植樹を行う。

同日、坊勢区会が管理する学習みかん園のレモンの木についても剪定を実施。

NPO JLCぼうぜ支部とも相談し、移住者のグループに対して協力者を募った

ところ、5人の方からお申し出があり、私も含めて6人で「みかんやまおせわ

のかい」（仮）を結成、2025年3月～活動を開始。



今までみかん山のお世話をされてきた方や

坊勢区会の学習みかん園担当の方とも連携

しながら作業を進めていく方針。

3月 剪定・苗木植樹

4月 下草刈り

5月 下草刈り

6月 下草刈り

7月 摘果

8月 下草刈り

9月 下草刈り

10月 下草刈り

11月 収穫

12月 収穫

皆で協力し、無理のない範囲で楽しく作業

することが目標。



研修の受講：広報課デザイン研修（7月）・兵庫県地域おこし協力隊研修会

（9月）、佐用町実地視察研修（9月）、シェアカフェ視察とパン教室受講

（11月～3月）、ひょうごスマートサポーター養成講座（12月）、地域おこし

協力隊ステップアップ研修（1月）、広報課プレミアプロ・フォトショップ・

イラストレーター研修（2月3月）、総務省事業・起業化研修（2月）、上勝町

研修（3月）、男木島研修（3月）、和束町研修（3月予定）

地 域 お こ し 協 力 隊 退 任 後 を 見 据 え た 活 動

定住のための活動：

空き家のリサーチ、空き家活用研修実施に向けた準備



3年目「島での活動を育てる」

2年目の実績をもとにして、より広く家島の魅力を発信して

いきます。また、協力隊終了後の次のステップに向けた準備

もあわせて進めていきます。

令和7年度の活動計画：



退任後、坊勢島で何をするか？ 退任後の住居をどうするか？

退任後の目標：坊勢島に住み続けること

①「空き家活用研修」の開催！

②「なりわい」を作る

③「住まい」を探す

空き家の利活用



いえしまコンシェルジュのハレテラスの施工

を手掛けた佐工務店より、

「あなたのしたいことをメニューにした研修

ができます」という提案を受け、オーダーメ

イドの研修内容を検討。

佐工務店に来島いただいて、実際の空き家に

対し、実践的なアドバイスを受けるという内

容で実施の予定。

①「空き家活用研修」の開催！



研修材料となる空き家物件をNPO JLCと調整、NPO JLCメンバーも

参加する形での実施を目指す。第一回を4月7日（月）開催する予定。

①「空き家活用研修」の開催！



神戸大学院生柳内あみさん作成の

卒業設計より、坊勢島の問題点と

して、島内在住の女性が活躍でき

る場がないことをあげられている。

空き家を利用した「シェアカフェ・シェアキッチン」の提案を受け、

「シェアカフェ・シェアキッチン」＝島内の人も島外の人もチャレンジ

できる場所を、坊勢島に作ることを計画！

②「なりわい」を作る



②「なりわい」を作る

観光コンベンションビューローから、坊勢島の観光に対して
前向きな回答を得る。

●姫路商工会議所へ事業再構築助成金の相談

●観光コンベンションビューローへ観光支援助成金の相談

「シェアカフェ・シェアキッチン」を坊勢島に作る



観光は「地域資源をいかす」がトレンド！

島民の利用だけでなく、定期船の利用者をもっともっと増やしたい！

坊勢島にも「観光」で訪れてほしい！

坊勢島になぜ観光が必要なのか？

人口減少は日本全国的な問題である。

このまま人口減少が進むと、坊勢島の定期船の利用者が減り、旅客運賃
もどんどん値上がりするのではないか？

何か新しいものを取ってつけるのではなく、今ある資源を見つける！

いかす！



●ヨソ者には魅力的に見えるが、地域の人は当たり前すぎで気づかない

●現地に行かないと味わうことのできないもの

●非日常が味わえるもの

坊勢島の「地域資源」は何か？

●海に囲まれた立地こそが最大の魅力

●シャイだけど、困っている人がいたら
放っておけない「人のよさ」



②「なりわい」を作る

③「住まい」を探す

何はともあれ場所・物件が必要！

現在、物件を探してます

①「空き家活用研修」の開催！



最後に

いつもあたたかく活動を見守っていただき、本当にありがとう

ございます。

今年度もがむしゃらに全力投球してまいりました。

来年度は退任後の定住を目指して活動していきたいと思います。

引き続き、よろしくお願いいたします。


